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●毎月1日･11日･21日発行

　　　　　市　の　人　口

　　　　（平成11年11月１日現在）

世帯数　69,401世帯（前月比45世帯増）

人　口　191,054人（前月比11人減）

　　男　94,171人

　　女　96,883人
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平
成
十
一
年
十
月
八
日
に
公
布
さ
れ
た
「
宇
治
市
環
境
美
化
推
進
条
例
」

は
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
日
常
的
か
つ
無
意
識
に
繰
り
返
さ
れ
る
、
空
き
缶

な
ど
の
ポ
イ
捨
て
行
為
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
都
市
と
し
て
の
美
観
を

保
全
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
今
回
は
、
こ
の
条
例
の
あ
ら
ま
し
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
魅
力
あ
る
都
市
で
あ
る
た
め

に
は
、
そ
こ
に
生
活
し
て
い
る

人
は
も
ち
ろ
ん
、
訪
れ
る
人
に

も
安
ら
ぎ
を
与
え
る
場
所
で
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
は
市
民
、
事
業
者
、
行
政

が
協
力
し
て
ご
み
の
散
乱
を
防

ぎ
、
街
の
美
観
を
保
つ
こ
と
に

努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
条
例
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
日
常
生
活
に
深
い
か
か
わ
り

を
持
つ
も
の
で
す
。

条
例
の
特
徴

◆
重
点
地
域
と
罰
則
規
定
◆

　
こ
の
条
例
は
、
宇
治
市
の
全

域
を
対
象
と
し
て
施
行
さ
れ
ま

す
が
、
特
に
美
化
を
推
進
す
る

必
要
の
あ
る
地
域
を
「
環
境
美

化
推
進
重
点
地
域
」
と
し
て
指

定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
地
域
で
の
空
き
缶

な
ど
の
い
わ
ゆ
る
ポ
イ
捨
て
に

対
し
て
罰
則
規
定
を
設
け
て
い

ま
す
。

　
　
条
例
の
内
容

①
ボ
イ
捨
て
を
禁
止
す
る
対
象
物

　
飲
料
水
の
入
っ
て
い
た
缶
・

び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の

容
器
類
、
た
ば
こ
の
吸
い
殼
、

紙
く
ず
、
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
の

か
み
か
す
な
ど
の
投
げ
捨
て
や
、

野
鳥
保
護
の
立
場
か
ら
釣
針
、

釣
糸
の
放
置
を
禁
止
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
飼
い
犬
の
フ
ン

に
つ
い
て
も
フ
ン
の
処
理
用
具

の
携
行
と
回
収
を
義
務
づ
け
て

い
ま
す
。

②
投
棄
や
放
置
の
禁
止
場
所

　
条
例
で
は
、
投
棄
や
放
置
の

禁
止
場
所
を
「
公
共
の
場
所
な

ど
」
と
し
て
定
義
づ
け
て
い
ま

す
。
要
す
る
に
、
個
人
が
所
有
、

管
理
な
ど
を
し
て
い
る
以
外
の

す
べ
て
の
場
所
で
す
。

③
重
点
地
域

　
条
例
の
施
行
に
関
し
て
細
か

く
は
、
来
年
に
制
定
す
る
規
則

に
よ
り
定
め
ら
れ
ま
す
。
重
点

地
域
も
、
現
在
の
予
定
で
は
市

民
や
観
光
客
な
ど
の
来
訪
者
の

利
用
の
多
い
、
京
阪
宇
治
駅
前
、

宇
治
橋
上
流
か
ら
白
虹
橋
に
か

け
て
の
宇
治
川
両
岸
地
域
及
び

源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
、

三
室
戸
寺
、
黄
聚
山
万
福
寺
周

辺
な
ど
で
す
。

④
罰
則
規
定

　
重
点
地
域
内
で
の
ポ
イ
捨
て

行
為
に
対
し
て
は
、
指
定
職
員

に
よ
る
原
状
回
復
の
指
導
や
命

令
が
行
わ
れ
ま
す
。
命
令
に
違

反
し
た
場
合
は
、
３
万
円
以
下

の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
重
点
地
域
内
で
、
自

動
販
売
機
に
よ
り
飲
料
を
販
売

す
る
人
に
対
し
て
も
、
空
き
缶

な
ど
の
回
収
容
器
の
未
設
置
や

適
正
管
理
に
対
す
る
指
定
職
員

に
よ
る
勧
告
や
命
令
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。
。
違
反
し
た
場
合
に

は
５
万
円
以
下
の
罰
金
が
課
せ

ら
れ
ま
す
。

⑤
今
後
の
施
策

　
環
境
美
化
推
進
条
例
の
目
的

は
、
単
な
る
取
り
締
ま
り
で
は

な
く
、
市
民
・
事
業
所
・
来
訪

者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

市
の
美
化
を
進
め
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
今
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
を
中
心
と
し
た
美

化
活
動
や
、
幅
広
い
広
報
・
啓

発
活
動
、
さ
ら
に
は
子
供
た
ち

へ
の
環
境
教
育
に
も
積
極
的
に

か
か
わ
っ
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
ご

み
を
持
ち
帰
る
か
、
ご
み
箱
や

た
ば
こ
の
吸
い
殻
入
れ
な
ど
に

正
し
く
捨
て
、
ご
み
の
散
乱
の

な
い
、
清
潔
で
美
し
い
街
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

　
環
境
美
化
推
進
条
例
の
施
行

は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。
【
問
い
合
わ
せ
】
環
境

企
画
課
（
昔
内
線
2
2
5
3
）
。

ご存じですか「コンピュータ西暦2000年問題」

　
「
2
0
0
0
年
問
題
」
と
い

う
言
葉
を
一
度
は
耳
に
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
問
題
は
、
西
暦
2
0
0
0
年

（
平
成
十
二
年
）
に
な
る
と
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
が
誤
作
動
し
、
単

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
だ
け
で
な
く
、

一
般
の
家
庭
生
活
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
い
う

も
の
で
す
。

◆
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
が
起
こ
る

　
の
で
し
ょ
う
か
。

が
開
発
さ
れ
、

身
近
な
家
庭
生
活
に
多
く
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
が
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
四
十

年
ほ
ど
し
か
経
っ
て
い
ま
せ
ん
。

初
め
の
こ
ろ
は
技
術
的
な
問
題

が
あ
り
、
1
9
8
6
年
を
「
８

６
」
の
よ
う
に
下
２
け
た
で
表

す
こ
と
が
普
通
で
し
た
。
い
わ

ゆ
る
2
0
0
0
年
問
題
と
は
、

2
0
0
0
年
に
な
る
と
「
０
０
」

と
な
り
、
1
9
0
0
年
の
「
０

０
」
と
区
別
が
っ
か
な
く
な
り

誤
作
動
を
起
こ
し
て
し
ま
う
こ

と
か
ら
生
じ
る
問
題
な
の
で
す
。

◆
こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に

　
市
で
は
こ
の
九
月
一
日
に
2

0
0
0
年
問
題
対
策
本
部
を
設

置
し
、
市
役
所
内
部
の
業
務
だ

け
で
な
く
、
市
内
で
万
一
、
2

0
0
0
年
問
題
が
原
因
で
起
こ
っ

た
場
合
の
問
題
に
対
処
す
る
た

め
危
機
管
理
計
画
を
つ
く
り
、

問
題
が
起
こ
る
可
能
性
が
高
い

年
末
年
始
な
ど
に
対
応
で
き
る

よ
う
待
機
態
勢
を
と
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

◆
市
役
所
業
務
で
使
用
し
て
い

　
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

　
転
入
や
転
出
事
務
、
住
民
票

発
行
や
税
関
係
の
証
明
書
発
行

な
ど
に
っ
い
て
、
こ
の
十
月
九

日
か
ら
十
一
日
に
か
け
て
2
0

0
0
年
を
想
定
し
た
模
擬
テ
ス

ト
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
。

一
部
修
正
個
所
が
あ
っ
た
も
の

の
大
き
な
問
題
は
な
く
、
通
常

に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
2
0
0
0
年

１
月
１
日
に
は
最
終
テ
ス
ト
を

行
い
、
１
月
４
日
の
開
庁
日
に

は
通
常
業
務
が
行
え
る
よ
う
に

備
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
上
下
水
道
、
消

防
な
ど
市
で
管
理
す
る
も
の
に

は
問
題
は
な
い
も
の
の
、
水
道

水
の
供
給
面
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
に

は
手
動
切
り
替
え
に
よ
り
供
給

が
可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
年
末
年
始
に
向
け
た
準
備
に

　
一
方
、
政
府
は
「
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
西
暦
2
0
0
0
年
間
題
に

関
す
る
年
末
年
始
に
向
け
た
準

備
に
っ
い
て
」
を
発
表
。
電
気

や
ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

金
融
、
交
通
、
医
療
と
い
っ
た

重
要
分
野
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
停

止
な
ど
大
き
な
混
乱
は
生
じ
な

い
と
し
て
い
ま
す
が
、
通
常
地

震
、
風
水
害
へ
の
備
え
と
し
て

保
存
の
き
く
２
、
３
日
分
の
食

料
や
水
の
備
蓄
、
懐
中
電
灯
な

ど
の
点
検
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
　
な
お
、
市
で
は
市
民
の
皆
さ

ん
へ
の
案
内
と
し
て
企
画
管
理

部
総
務
課
（
内
線
２
０
５
２
、

2
0
5
3
）
に
窓
口
を
設
け
て

い
ま
す
。
2
0
0
0
年
問
題
に

つ
い
て
は
万
全
の
態
勢
で
臨
ん

で
い
ま
す
が
、
2
0
0
0
年
問

題
だ
か
ら
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

平
素
か
ら
震
災
や
火
事
な
ど
の

災
害
の
備
え
と
し
て
、
身
の
回

り
の
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
。

Ｗつ

　○
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ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
街
に

環境美化推進条例を制定

人権週間
記念講演会
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市の家計簿

　
平
成
十
年
度
の
市
の
決
算
状
況
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
財
政
状

況
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
市
政
へ
の
関
心
を
よ

り
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
定
期
的
に
財
政
状
況
を

公
表
し
て
い
ま
す
。

　
圃
財
政
課
（
登
2
1
0
3
）

　
平
成
十
年
度
の
市
の
一
般
会

計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の

決
算
が
ま
と
ま
り
、
市
議
会
の

決
算
特
別
委
員
会
で
認
定
す
べ

き
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
年
度
は
、
個
人
所
得
の
伸

び
の
鈍
化
に
加
え
て
、
特
別
減

税
の
実
施
に
よ
り
個
人
所
得
割

が
前
年
度
を
大
幅
に
下
回
る
な

ど
厳
し
い
財
政
状
況
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
中
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
源

氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
総
合

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
や
西
宇
治

体
育
館
建
設
等
の
大
型
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
完
成
に
導
く
な
ど
、

新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
個

性
豊
か
で
自
立
性
の
あ
る
「
ふ

る
さ
と
宇
治
」
の
ま
ち
づ
く
り

三
千
十
三
万
六
千
円
。
こ
れ
か

ら
十
一
年
度
に
繰
り
越
し
て
行

う
事
業
の
財
源
十
二
億
百
七
十

九
万
四
千
円
を
差
し
引
い
た
実

質
収
支
額
は
十
三
億
二
千
八
百

三
十
四
万
二
千
円
で
、
十
九
年

連
続
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し

た
。

Ｓ

ドノ
）内は構成比

を
推
進
す
る
こ
と
を
基
本
に
据

え
、
市
民
本
位
の
簡
素
で
効
率

的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を

目
指
し
行
財
政
改
革
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の
経
済

対
策
に
呼
応
し
た
公
共
投
資
の

積
み
増
し
や
、
本
市
独
自
の
対

策
と
し
て
の
景
気
対
策
を
積
極

的
に
実
施
す
る
一
方
、
「
最
少

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ

る
」
と
い
う
地
方
自
治
運
営
の

原
則
か
ら
、
経
常
経
費
の
一
層

の
節
減
・
抑
制
を
図
る
と
と
も

に
、
財
源
を
重
点
的
・
効
果
的

に
配
分
し
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
、
「
市
民
が
主
役
の

街
づ
く
り
、
地
域
が
主
役
の
夢

づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
て
諸

施
策
を
推
進
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

　
歳
入
の
内
訳
を
見
る
と
市
税

（
個
人
市
民
税
、
法
人
市
民
税
、

固
定
資
産
税
な
ど
）
は
二
百
七

十
七
億
四
千
九
百
三
十
八
万
六

千
円
（
対
前
年
度
比
〇
・
四
％

増
）
、
普
通
交
付
税
は
二
十
五

億
五
千
九
百
二
十
三
万
五
千
円

（
同
四
・
六
％
増
）
で
し
た
。

業
の
公
共
交
通
網
整
備
を
は
じ

め
、
黄
柴
山
手
線
、
宇
治
棋
島

線
等
の
道
路
網
整
備
、
西
宇
治

体
育
館
の
整
備
、
神
明
宮
西
団

地
・
棋
島
吹
前
団
地
の
建
て
替

え
、
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
建
設
、
総
合
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
の
建
設
な
ど
に
支
出
。
ソ

フ
ト
事
業
で
は
地
球
環
境
問
題

の
対
応
と
し
て
環
境
保
全
計
画

の
策
定
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー

▲今年３月末に完成した西宇治体育館

の
導
入
、
市
庁
舎
「
市
民
交
流

ロ
ビ
ー
」
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
開

催
、
「
宇
治
大
田
楽
復
活
祭
」

事
業
補
助
金
、
介
護
保
険
制
度

施
行
へ
の
諸
準
備
や
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
地

域
振
興
券
の
交
付
な
ど
に
支
出

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
市
民
一
人
あ
た
り
の

歳
出
は
総
額
で
二
十
九
万
六
千

四
百
九
十
六
円
で
し
た
。

特
別
会
計

　
国
民
健
康
保
険
、
公
共
下
水

道
、
老
人
保
健
な
ど
十
事
業
会

計
の
歳
入
総
額
は
三
百
十
三
億

六
千
八
百
八
十
六
万
一
千
円
、

歳
出
総
額
は
三
百
七
億
五
千
七

亘
二
十
万
九
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

公
営
企
業
会
計

　
水
道
事
業
の
経
営
状
況
は
、

収
益
的
収
支
（
水
道
水
の
供
給
）

で
は
、
収
入
額
は
四
十
三
億
六

干
三
百
五
十
七
万
三
千
円
、
支

出
額
は
四
十
一
億
七
千
八
百
二

十
三
万
二
千
円
で
、
差
し
引
き

一
億
八
千
五
百
三
十
四
万
一
千

円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
資
本
的
収
支
（
水
道

施
設
の
建
設
・
維
持
管
理
）
で

は
収
入
額
が
八
億
一
千
七
百
二

十
七
万
一
千
円
、
支
出
額
が
十

三
億
一
千
四
百
一
万
七
千
円
で
、

差
し
引
き
不
足
額
四
億
九
千
六

百
七
十
四
万
六
千
円
は
過
年
度

分
損
益
勘
定
留
保
資
金
な
ど
で

補
て
ん
し
ま
し
た
。

決
算
・
・
年
度
の
歳
入
・
歳

出
額
を
算
出
す
る
こ
と
。

一
般
会
計
…
市
の
基
本
的

な
経
費
の
会
計
。

特
別
会
計
…
一
般
会
計
か

ら
切
り
離
し
て
算
出
す
る

会
計
。

一
般
財
源
・
・
市
税
な
ど
市

が
独
自
に
使
い
道
を
定
め

る
こ
と
が
で
き
る
財
源
。

単
年
度
収
支
・
：
そ
の
年
の

実
質
収
支
か
ら
前
年
度
の

実
質
収
支
を
引
い
た
そ
の

年
の
純
粋
な
収
支
額
で
す
。

経
常
収
支
比
率
・
：
市
税
な

ど
の
経
常
的
に
入
っ
て
く

る
使
い
道
が
特
定
さ
れ
な

い
収
入
が
経
常
的
に
必
要

な
経
費
に
ど
れ
だ
け
使
わ

れ
た
の
か
示
す
も
の
。
こ

の
比
率
が
大
き
く
な
る
と

財
政
運
営
上
の
自
由
が
利

き
に
く
く
な
り
ま
す
。

実
質
収
支
比
率
・
・
・
そ
の
年

の
実
質
収
支
と
標
準
財
政

規
模
（
全
国
の
自
治
体
の

財
政
規
模
を
同
一
の
基
準

で
整
理
し
た
も
の
）
と
の

割
合
。

公
債
費
比
率
…
地
方
債
の

元
利
償
還
金
と
標
準
財
政

規
模
と
の
割
合
。

財
政
力
指
数
・
：
標
準
的
な

行
政
を
行
う
た
め
の
経
費

と
市
税
な
ど
を
一
定
の
方

法
で
算
出
し
た
額
と
の
割

合
。
こ
の
指
数
が
大
き
い

ほ
ど
財
政
力
が
強
く
な
り

ま
す
。

9、▲はマイナス）

　430,152

　370,868

　279,919

2,560,884

　743,168

　298,337

623,918

274,047

161,978

　黄聚山手線整備

　宇治横島線整備

　明星線整備

　西宇治公園整備

　神明宮西市営住宅建て替え

　横島吹前市営住宅建て替え

＜農林水産業費＞

　白川林道開設

＜消防費＞

　東消防署庁舎移転新築

　消防器材整備

√｀ｽ]'……'゛:"ﾉ……"ﾚ:……:1‘jl｀:‾'7'－"-'９゛'゛1

(単位は千円)10年度の主な事業

　231,410

　137,280

　153,020

　　8,582

　19,448

　31,500

1,930,714

117,230

　6,437

　8,464

　8,839

▲平成10年10月に開設された地域子
　育て支援センター

▲今年６月4日に開所した総合野
　外活動センター

2,772,329

　269,241

　545,000

＜総務費＞　　△

　J R宇治駅改築等

　JR宇治・新田間新駅設置等

　J R奈良線高速化・複線化の推進

　京都市高速鉄道東西線（地下鉄）の六地蔵延伸

　根島コミュニティセンターの建設

　御蔵山集会所建て替え

　源氏物語ミュージアム建設と運営

＜民生費＞

　特別養護老人ホーム等建設事業補助

　広野地域福祉センター（仮称）の建設事業

　介護保険事業施行準備事業

　地域子育て支援センター開設

＜教育費＞

　総合野外活動センター建設

　西宇治中学校校舎改築

＜土木費＞

　木幡日野線整備

l:額 単年度収支額

342 ▲238,832

505 3,505

457 128,309

０ ０

０ ▲187

０ ０

０ ０

０ ０

０ ０

０ ０

０ ０

962 131,627

- -

- -

- -

童の状況

ム

,538,719nf

1132

用
語
の
解
説

　
つ
一
般

　
歳
入
（
収
入
）
総
額
は
五
百

九
十
億
百
九
十
七
万
一
千
円

（
対
前
年
度
比
一
五
・
五
％
増
）
、

歳
出
（
支
出
）
総
額
は
五
百
六

十
四
億
七
千
百
八
十
三
万
五
千

円
（
同
一
六
・
〇
％
増
）
で
、

’
歳
入
歳
出
差
引
額
は
二
十
五
億

歳
入

歳
出

　
主
な
成
果
と
し
て
、
ハ
ー
ド

事
業
で
は
、
Ｊ
Ｒ
三
事
業
や
京

都
市
高
速
鉄
道
東
西
線
延
伸
事
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「
予
防
接
種
を
受
け
た
後

で
問
題
が
起
こ
ら
な
い
の
？
」

子
ど
も
が
予
防
接
種
を
受
け

る
前
に
は
、
だ
れ
も
が
心
配

す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
あ
た
り
の
お
話

を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
前
の
お
は
な
し
の
中
で
も

触
れ
ま
し
た
が
、
予
防
接
種

に
使
う
ワ
ク
チ
ン
は
、
感
染

症
の
原
因
と
な
る
病
原
体
を

そ
の
病
気
を
起
こ
さ
な
い
程

度
に
病
原
体
の
性
質
を
変
え

た
り
、
毒
素
の
力
を
弱
く
し

た
り
し
て
っ
く
っ
て
い
ま
す
。

予
防
接
種
は
こ
れ
を
体
に
投

与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

病
気
に
か
か
っ
た
状
態
に
し

ま
す
。

　
人
の
体
質
は
一
人
ひ
と
り

異
な
り
ま
す
か
ら
、
予
防
接

種
に
よ
っ
て
副
反
応
の
出
る

人
が
い
る
の
も
事
実
で
す
。

そ
の
程
度
は
局
所
が
赤
ぐ
な
っ

た
り
、
し
こ
り
が
で
き
た
り
、

発
熱
し
た
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
す
。

　
予
防
接
種
と
い
う
と
副
反

応
の
心
配
の
た
め
に
受
け
る

こ
と
に
消
極
的
に
な
っ
て
い

る
人
も
お
ら
れ
る
よ
う
で
す

が
、
そ
の
病
気
に
か
か
っ
た

場
合
と
比
較
し
て
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。
現
在
、
日
本

で
使
用
し
て
い
る
予
防
接
種

の
ワ
ク
チ
ン
は
、
改
良
に
改

ロ
保
健
推
進
課
　
(
ａ
２
２
６
２
）

予
防
接
種
の
お
は
な
し

　
宇
治
市
技
能
功
労
者
表
彰
制

度
は
、
長
年
一
つ
の
職
業
に
従

事
し
優
れ
た
技
能
を
生
か
し
て

本
市
の
文
化
・
産
業
の
発
展
に

尽
く
さ
れ
て
い
る
技
能
者
の
功

労
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
技

④

良
が
重
ね
ら
れ
副
反
応
の
頻

度
も
少
な
い
、
世
界
で
も
優

秀
な
も
の
で
す
。

　
宇
治
市
で
は
、
病
院
で
の

個
別
接
種
の
ほ
か
に
、
集
団

で
の
接
種
が
あ
り
ま
す
。
予

防
接
種
を
受
け
る
前
に
は
、

子
ど
も
の
身
体
の
こ
と
を
良

く
知
っ
た
か
か
り
つ
け
の
先

生
に
体
調
を
よ
く
診
て
も
ら

い
、
体
調
の
良
好
な
と
き
に

接
種
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
集
団
の
場
合
に
は
接

種
会
場
で
診
察
さ
れ
る
先
生

に
よ
く
相
談
し
、
納
得
し
た

う
え
で
予
防
接
種
を
受
け
ま

　
次
回
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
予

防
接
種
の
副
反
応
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。

技能功労者決まる
14職種20人を表彰
回商工観光課（a内線2219）

優
れ
た
技
能
を
有
す
る
人
。
各

種
商
工
業
の
団
体
な
ど
か
ら
推

薦
さ
れ
た
候
補
者
の
中
か
ら
、

選
考
委
員
会
で
審
議
の
上
、
決

定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
表

彰
者
数
は
今
回
で
、
六
十
七
職

種
、
五
百
九
十
二
人
と
な
り
ま

す
。
　
表
彰
式
は
十
一
月
二
十
三
日

の
勤
労
感
謝
の
日
の
午
前
十
時

か
ら
産
業
会
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

当
日
会
場
で
は
、
西
村
悦
子
さ

ん
に
組
紐
加
工
の
技
能
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
年
の

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す

（
敬
称
略
・
右
上
か
ら
横
へ
年

齢
順
）
。

　wﾆﾉｯ

○中村重和(65)

　白川川上り谷

　製茶職46年

ﾌﾟ”Ｘぺり＼

　ｊ‥

・

岫E

自動車整備職42年

七 - ． 、

○近藤勝美（61）

　五ケ庄福角

クリーニング職42年

W

ｊ

○池本龍夫(60)

　小倉町久保

　調理職45年

○武内絢子(65)

　木幡御園

　美容職49年

　・　Ｔ/-ﾄ　　ｊ　M
づ

○深田勝造(62)

　広野町寺山

肉製品加工職45年

○寺田ゆきみ(61)

　宇治野神

　美容職30年

"．〃

ゝ　　｀i1･♂∧咄し

○坂瀬幹治(60)

　棋島町薗場

クリーニン職45年

？
’
ｆ
い
゛
゛
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‘
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○西村悦子(67)

　棋島町薗場

　組紐職38年

○三木善照(63)

　大久保町南ノロ

　理容職44年
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○奥田義和(70)

五ヶ庄野添

大工職53年

＼り゛ﾉ

ciftH m (63)

○古谷藤雄(62)

　小倉町南堀池

　菓子製造職45年

○辻本定勝（60）

　菟道門ノ前

　左官職45年

能
水
準
の
向
上
と
技
能
尊
重
の

機
運
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
、
昭
和
四
十
七
年

か
ら
始
ま
り
今
年
で
二
十
八
回

目
を
数
え
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
▼
市
内
に

継
続
し
て
五
年
以
上
在
住
す
る

満
六
十
歳
以
上
▼
市
内
の
小
規

模
の
事
業
所
に
五
年
以
上
従
事

し
、
経
験
年
数
三
十
年
以
上
で
、

/∩ゝ≒

ぺふじぷづ

○十河幸晴(72)

　棋島町三十五

金属製品製造職57年

　r.ｊ

一二'･．

O昌:(64)

　製茶職41年

　ゝ"･゛●ぺ゛･jしjj
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く工昌

ﾌ

，

十

万

にﾉﾊﾞ

○::71男(62)

電気工事職44年

○藤森修二(61)

　棋島町薗場

　大工職43年

お知らせします市の家計

簿
　地方交付税

29億8,229万8千円
　　　(5.1％)

　各種交付金
26億2,990万1千円

　　(4.5％)

　　　繰越金

23億7,674万3千円
　　　(4.0％)

　　府支出金

2億2,999万3千円
　　　(3.6％)

　　その他

60億5,683万6千円
　　(10.2％)

　　　その他
56億1,757万2千円

　　　(9.9％)

　　衛生費

44億3,986万8千円
　　(7.9％)

　　公債費
45億4,591万7千円

　　(8.0％)

　国庫支出金
69億9,381万4千円
　　(11.9％)

　　教育費

72億6,938万3千円
　　(12.9％)

10年度各会計別決算

一般会計の内訳
（

　　市債

80億8,300万円

88億5,562万2千円

　　(15.7％)

(単位：千l

会計名 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額実質収:

一　　般　　会　　計 59,001,971 56,471,835 2,530,136 1,328

特

別

会

計

交通災害共済事業 28,644 25,139 ・　3,505 ３

国民健康保険事業 9,394,268 9,038,811 355,457 355

公共下水道事業 8,428,120 8,175,530 252,590

住宅新築資金等貸付事業 18,771 18,771 ０

老人保健事業 12,862,463 12,862,463 ０

簡易水道事業 234,067 234,067 ０

火災共済事業 13,360 13,360 ０

墓地公園事業 175,764 175,764 ０

公共用地先行取得事業 182,726 182,726 ０

飲料水供給施設事業 30,678 30,678 ０

小　　　　　計 31,368,861 30,757,309 611,552 358

§
水道事業

収益的収支 4,363,573 4,178,232 185,341

資本的収支 817,271 1,314,017 ▲496,746

総　　　　　　計 95,551,676 92,721,393 2,830,283

主な財政指標の推移（普通会計）

犬 ８年度 ９年度 10年度

経常収支比率 89.8％ 84.5％ 84.1％

実質収支比率 3.2％ 5.1％ 4.2％

公債費比率 13.6％ 12.1％ 11.3％

財政力指数
(3か年平均）

0.950 0.928 0.916

地方債現在高 33,649,721千円 35,235,740千円 40,240,615千円

基金現在高 10,734,060千円 10,299,307千円 10,188,372千円

1133
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槇
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
1
月
2
2
日
(
月
)
か
ら
申
し
込
み
受
付

　
こ
の
ほ
ど
宇
治
市
棋
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

が
完
成
。
十
一
月
二
十
二
日
鼎
か
ら
申
し
込
み
の

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
西

小
倉
・
東
宇
治
・
南
宇
治
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
続
く
市
内
四
番
目
の
も
の
で
す
。
地
域
の

皆
さ
ん
待
望
の
棋
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
の

拠
点
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
Ｉ

地
域
の
皆
さ
ん
の
交
流
と
憩
い

の
場
で
あ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
文
化
・
福
祉
・
生
涯
学
習
・

レ
ク
リ
エ
ー
ジ
Ｅ
ン
活
動
な
ど

を
自
主
的
に
行
い
、
豊
か
な
地

域
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

の
拠
点
と
な
る
施
設
で
す
。

▲皆さんのご利用を待つ棋島コミュニティセンター

　
椙
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
は
、
所
在
地
が
椙
島
町
大
川

原
二
七
の
五
で
、
敷
地
面
積
が

約
一
千
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、

延
べ
床
面
積
が
約
七
百
五
十
一

平
方
メ
ー
ト
ル
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
二
階
建
て
の
建
物

で
す
。

　
一
階
に
は
、
橋
島
行
政
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
と
市
民
の
皆
さ

ん
の
交
流
や
憩
い
の
場
と
な
る

交
流
ロ
ビ
ー
、
発
表
や
集
会
に

も
利
用
で
き
る
大
会
議
室
、
料

理
学
習
や
福
祉
活
動
に
利
用
で

き
る
料
理
教
室
が
、
二
階
に
は
、

絵
画
や
陶
芸
な
ど
に
利
用
で
き

る
創
作
室
、
ま
た
小
会
議
室
や

茶
道
な
ど
に
も
利
用
で
き
る
和

室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

ス
ロ
ー
プ
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

車
い
す
で
も
利
用
で
き
る
ト
イ

レ
な
ど
を
設
置
。
高
齢
者
や
障

害
者
の
人
が
利
用
し
や
す
い
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
の
利
用

◆
開
館
時
間
・
：
午
前
９
時
～
午

後
1
0
時

◆
休
館
日
・
：
月
曜
日
（
祝
日
・

休
日
を
除
く
）
と
1
2
月
2
8
日
～

１
月
３
日

　
〈
申
し
込
み
受
付
〉

　
セ
ン
タ
ー
の
使
用
申
し
込
み

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
使
用
申
し
込
み
の
受
付
開
始

日
…
Ｈ
月
2
2
日
間
（
本
来
休
館

日
で
す
が
臨
時
に
開
館
し
ま
す
）

◆
申
し
込
み
方
法
・
・
・
受
付
時
間

は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
休

館
日
は
除
く
）
。
使
用
す
る
日

の
２
か
月
前
か
ら
３
日
前
ま
で

に
、
使
用
料
を
添
え
、
備
え
付

け
の
申
請
書
で
申
し
込
み
を
。

横島コミュニティセンター施設使用料　　（単位:円）

ノ
午前 午後 夜間 鰭･午後 午後･観 全日 冷暖房

使用料

(1時間

当たり)

午前9時

　　？

正午

午後１時

　　？

午後５時

午後6時

　　１

午後m

午前9時

　　？

午後5時

午後１時

　　？

午後10時

午前９時

　　２

午後10時

交流ロビー 300 400 400 700 800 1,100 50

大会議室 600 800 800 1,400 1,600 2,200 150

料理教室 400 500 500 900 1,000 1,400 100

創作室1 300 400 400 700 800 1,100 100

創作室2 100 200 200 300 400 500 50

小会議室 300 400 400 700 800 1,100 50

和　室　１ 100 200 200 300 400 500 50

和　室　２ 100 200 200 300 400 500 60

(備考)

1.使用者が入場料の徴収をする場合および営業の宣伝その他これに類する目的

　　をもって使用する場合は、使用料に４を乗じて得た額を使用料に加算します。

2.使用時間の延長は１時間を限度とし、延長時間か30分を超えた場合は、使用

　　料に0.3を乗じて得た額を使用料に加算します。なお、午iaio時以後の時間

　　延長はできません。

◆
使
用
料
…
右
表
の
と
お
り

◆
問
い
合
わ
せ
…
椙
島
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
（
椙

島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
、

昔
2
5
・
5
8
6
0
．
た
だ
し
、

1
1
月
2
2
日
側
か
ら
）
。

横
島
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
’
－
ナ
ー

1
1
月
2
2
日
(
月
)
に
移
転
オ
ー
プ
ン

　
棋
島
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ

ー
は
、
十
一
月
二
十
二
日
㈲
か

ら
、
新
し
く
完
成
し
た
棋
島
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
左
下

図
参
照
）
内
に
場
所
を
移
転
し

て
業
務
を
再
開
し
ま
す
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
の

窓
口
で
は
、
住
民
票
の
写
し
や

印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸
籍
謄
・

抄
本
な
ど
市
民
課
で
取
り
扱
っ

て
い
る
諸
証
明
の
即
時
交
付
を

し
て
い
ま
す
。
取
り
扱
い
業
務

の
内
容
な
ど
は
次
の
と
お
り
で

す
。
同
コ
ー
ナ
ー
は
、
棋
島
の

ほ
か
、
木
幡
・
東
｛
于
治
・
小
倉
・

開
・
南
宇
治
の
計
六
か
所
あ
り

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
〈
取
り
扱
い
時
間
〉
月
曜
～
金

曜
日
（
祝
日
・
休
日
を
除
く
）

の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
半

　
〈
取
り
扱
い
業
務
〉
◇
住
民
票

の
写
し
　
◇
住
民
票
記
載
事
項

証
明
書
（
年
金
受
給
者
現
況
届

を
含
む
）
　
◇
印
鑑
登
録
証
明

書
　
◇
戸
籍
の
謄
・
抄
本
　
◇

除
籍
（
原
戸
籍
）
の
謄
・
抄
本

　
◇
戸
籍
の
附
票
の
写
し
　
◇

身
分
証
明
書
　
◇
外
国
人
登
録

済
証
明
書
　
◇
戸
籍
届
出
書
の

受
理
証
明
書
　
◇
届
出
書
記
載

事
項
証
明
書
　
◇
不
在
住
・
不

在
籍
証
明
書
　
◇
母
子
健
康
手

帳
（
た
だ
し
、
即
日
交
付
は
で

き
ま
せ
ん
）

〈
次
の
業
務
は
取
り
扱
い
を
し

て
い
ま
せ
ん
〉
▽
転
入
・
転
出

槇島行政サービスコーナー

　槇島町大川原27-5

　槇島コミュニティセンター内

　　　　　　　(登24-8399)

・
転
居
な
ど
の
住
民
異
動
届

▽
印
鑑
登
録
申
請
　
▽
婚
姻
届

・
離
婚
届
・
出
生
届
・
死
亡
届

な
ど
の
戸
籍
届
　
▽
外
国
人
登

録
　
▽
自
動
車
臨
時
運
行
許
可

申
請
　
▽
そ
の
他
の
受
付
・
証

明
業
務
。
以
上
の
業
務
に
つ
い

て
は
、
市
役
所
本
庁
の
市
民
課

窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
同
課
（
酋
内
線

2
2
0
5
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　”゛｀にｉ ･ り ．
い

宇治市の3施設に割引券手軽にご利用を対象は源氏物語ミュージアム、植物公園、茶室「対鳳庵」

●施設位置図●　市では、市民の皆さんを対象に、上記３施設について一世帯当たり、年間10枚の割引券を発行することにしています。

　なお、10枚のうち、５枚（本年７月・８月有効分）はすでに６月の市政だよりでお届けしています。今回はそれに続

くもので、前回と同じく、大人で100円割引かれ、500円が400円になります。これは、市民の皆さんに、宇治市の源氏

物語ミュージアム、植物公園、茶室「対鳳庵」の３施設を、より手軽にご利用いただこうというものです。

　この市政だよりの４面に割引券５枚を印刷していますので、割引券を切り取り、各施設をご利用いただくときに入場

券の販売窓口にお渡しください。割引券の有効期間は、本年12月と平成12年１月・２月の３か月間です。

　　（注）割引券は、（切り取り線）で切り取ってください。

　～市民対象の団体割引制度も～

　市民の皆さんが、市内の町内会・自治会やサークルなどの団体で源氏物語ミュージアムや植物公園をご利用いただく

ときの割引制度もあります。ただし、茶室「対鳳庵」は除かれます。

　この制度は、団体割引制度が30人以上でないと適用されないのに対し、10人以上なら各施設に１週間前までに申請す

れば割引の対象になります。この割引には有効期間はありません。詳しくは、直接各施設にお問い合わせください。
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福祉医療・乳幼児医療制度

重度心身障害老人健康管理事業

　
制
度
の
内
容
、
対
象
は
次
の

と
お
り
で
す
。
こ
れ
ら
の
制
度

に
該
当
す
る
人
で
、
ま
だ
申
請

を
し
て
い
な
い
人
は
、
健
康
保

険
証
、
印
鑑
、
障
害
者
の
人
は

■●●●●●画露●匂●■●‐■‐魯麗●画■■●●●●●画鵬■●‐●●●韓喝■●●●●■■■●■■■●●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‐

皺
・
－
－
－
－
噛
－

・－－-

身
体
障
害
者
手
帳
（
療
育
手
帳
）

な
ど
等
級
の
分
か
る
も
の
を
持

参
し
、
高
齢
福
祉
医
療
課
（
０

内
線
2
3
3
4
）
　
へ
。

◆
福
祉
医
療
制
度
・
：
保
険
診
療

の
自
己
負
担
分
を
助
成
し
ま
す

（
た
だ
し
、
老
人
の
場
合
は
老

人
保
健
法
に
準
ず
る
一
部
負
担

金
が
必
要
で
す
）
。

　
〈
対
象
者
〉
○
老
人
‐
6
5
歳
か
■

ら
6
9
歳
の
医
療
保
険
加
入
者
で

Ｉ

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
①
所
得
税
非
課
税
世
帯
　
②

老
人
世
帯
に
属
す
る
人
。
一
部

負
担
金
は
、
医
療
機
関
ご
と
に

外
来
で
１
日
５
３
０
円
（
月
４

回
を
限
度
）
、
入
院
で
１
日
に

つ
き
1
2
0
0
円
　
○
母
子
Ｈ

母
子
家
庭
の
1
8
歳
ま
で
の
子
と

そ
の
母
、
両
親
が
な
い
1
8
歳
ま

で
の
子
　
○
障
害
‐
6
5
歳
未
満

で
重
度
の
障
害
を
持
つ
人

◆
乳
幼
児
医
療
制
度
・
・
・
保
険
診

療
の
自
己
負
担
分
を
助
成
し
ま

す
。
た
だ
し
、
医
療
機
関
ご
と

に
外
来
・
入
院
と
も
月
２
０
０

円
の
一
部
負
担
金
が
必
要
で
す
。

　
〈
対
象
者
〉
３
歳
未
満
児

一
」
－
一
■
－
一
一
－
一
－
一
■
■
‐
■
－
■
■
－
－
■
一
‐
－
一
一
‐
一

ｌ
ｔ
一
‐
Ｉ
ｉ
一
一

介
護
保
険
の
お
は
な
し

回
高
齢
福
祉
医
療
課
（
萱
内
線
2
3
4
5
）

要
介
護
認
定
の

　
申
請
に
つ
い
て

ま
な
ぷ
君
Ｅ
十
月
一
日
か
ら

要
介
護
認
定
の
申
請
が
始
ま

っ
て
い
る
ね
。
介
護
保
険
に

加
入
す
る
た
め
に
は
、
ぼ
く

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
申
し
込

ま
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
？

ケ
ア
博
士
・
・
・
来
年
の
四
月
一

日
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
ス

タ
ー
ト
す
る
の
で
四
十
歳
以

上
の
市
民
は
介
護
保
険
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
る
け
れ
ど
、

加
入
の
と
き
に
中
し
込
み
を

す
る
必
要
は
な
い
の
よ
。
介

護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
看
護

な
ど
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
と
き
に
初
め
て
要

介
護
認
定
の
申
請
が
必
要
な

の
よ
。

名
犬
か
い
ご
ろ
う
…
そ
れ
が

十
月
一
日
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
要
介
護
認
定
の
申
請
だ
ね
。

ま
な
ぷ
君
・
・
・
元
気
な
人
は
そ

の
申
請
を
す
る
必
要
は
な
い

の
？

◆
重
度
心
身
障
害
老
人
健
康
管

理
事
業
・
・
・
老
人
保
健
法
に
よ
る

医
療
費
の
一
部
負
担
金
を
全
額

助
成
し
ま
す
。

　
〈
対
象
者
〉
6
5
歳
以
上
で
重
度

の
障
害
を
持
つ
人

　
乳
幼
児
医
療
制
度
以
外
は
い

ず
れ
の
制
度
も
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。扉

農林まつりぶ宇治市

　/-i
□と　き　11月28日（日）午前10時～午後３時

□ところ　宇治市役所北側駐車場

口内　容（都合により内容が変更になる場合があります）

‐
鵬

、卵つかみ(即売コーナーでお買い上げの人のみ)

レゼント(即売コーナーでお買い上げの人のみ)

おにぎり無料配布, 卵つかみ(即売コーナーでK頁いよi7の人(lit.

ビオラポット苗プレゼント(即売コーナーでお買い上げの人のみ)

青空せり市、グリーンパック輪投げ(いずれも数に限りがあります)

ヶ
ア
博
士
・
・
・
要
介
護
認
定
は
、

そ
の
人
が
介
護
や
何
ら
か
の

支
援
が
必
要
か
ど
う
か
、
ま

た
ど
れ
く
ら
い
の
介
護
を
必

要
と
し
て
い
る
の
か
を
判
定

す
る
も
の
な
の
。
だ
か
ら
介

護
や
支
援
の
必
要
の
な
い
元

気
な
人
が
申
請
を
し
た
と
し

て
も
認
定
を
さ
れ
な
い
か
ら
、

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
’
き

に
も
う
一
度
、
申
請
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
わ
ね
。

Ｆ
に
け
」

名
犬
か
い
ご
ろ
う
・
：
介
護
が

必
要
に
な
っ
た
と
き
に
初
め

在
日
外
国
人
重
度
障
害
者

特
別
給
付
金
の
申
請
受
付

　
一
九
八
二
年
（
昭
和
五
十
七

年
）
　
一
月
一
日
か
ら
在
日
外
国

人
も
国
民
年
金
に
加
入
で
き
る

新鮮野菜、お米、お花、卵、うどん、ポン菓子、小麦粉

牛乳、バター、漬物、味･i、佃煮.ちらし寿司

笠取特産品、お茶、グリーンティー、抹茶オーレ、おうす

苗木、木炭

匯匹匹　！
　濤謙河庶十苓ここS?E川C試匹¬　　　　I H外来“゛″ヽ゜4°　降Ｊ‰匹jゑ〕

_　　　　　　　　　　凹a林茶業課（a内線2 2 1 3）
JA京都やましろ宇治市支店
　　　　　　　(a22-1241)翌翌亙回

間

●

幽
●

て
申
請
を
す
る
も
の
な
ん
だ

ね
。
病
気
や
け
が
の
と
き
と

の
関
係
は
ど
う
な
る
ん
だ
い
？

ケ
ア
博
士
・
・
・
介
護
保
険
は
、

病
気
や
け
が
の
治
療
が
終
わ

っ
て
か
ら
も
、
さ
ら
に
長
期

間
身
の
回
り
の
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
と
き
に
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
制
度
な
の
。

だ
か
ら
入
院
中
の
人
で
も
病

気
や
け
が
の
治
療
の
め
ど
が

た
っ
て
、
体
の
状
態
が
安
定

し
て
か
ら
要
介
護
認
定
の
申

請
を
す
る
の
よ
。
た
だ
し
、

四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で

の
人
は
、
老
化
に
伴
う
特
定

の
病
気
に
よ
っ
て
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
と
き
に
限
っ
て
、

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
の
。

譚■■画威●錘重■■置協轜●●暑●●・■魯画●
●画麗画

一
‐
」
‐

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
日

よ
り
前
か
ら
障
害
を
持
つ
二
十

歳
以
上
の
人
は
、
障
害
基
礎
年

金
を
受
給
で
き
な
い
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
の

よ
う
な
人
の
生
活
を
支
援
す
る

た
め
、
在
日
外
国
人
重
度
障
害

者
特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い

ま
す
。
こ
の
申
請
を
次
の
と
お

り
受
け
付
け
ま
す
。

　
〈
対
象
者
〉
現
在
、
宇
治
市
に

外
国
人
登
録
（
1
9
8
2
年
１

月
１
日
以
後
に
帰
化
し
た
人
は

住
民
登
録
）
が
あ
り
、
次
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
人

　
①
1
9
6
2
年
（
昭
和
3
7
年
）

１
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

　
②
1
9
8
1
年
（
昭
和
5
6
年
）

1
2
月
3
1
日
以
前
か
ら
日
本
に
外

国
人
登
録
を
し
て
い
た
人
　
③

１
・
２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
、

Ａ
判
定
の
療
育
手
帳
ま
た
は
１

級
の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
を
所
持
し
て
い
る
人
で
、
そ

の
障
害
に
か
か
る
初
診
日
が
1

9
8
1
年
（
昭
和
5
6
年
）
1
2
月

3
1
日
以
前
の
人
　
④
障
害
基
礎

年
金
な
ど
の
受
給
権
が
な
い
人

　
な
お
、
月
額
３
万
６
千
円
以

上
の
公
的
年
金
を
受
給
中
の
人
、

一
定
額
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
、

ま
た
は
生
活
保
護
法
に
よ
る
保

護
を
受
け
て
い
る
人
に
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

　
〈
支
給
金
額
〉
月
額
３
万
６
千

円
（
ほ
か
の
公
的
年
金
を
受
給

中
の
人
は
、
３
万
６
千
円
か
ら

そ
の
年
金
の
月
額
を
差
し
引
い

た
額
）

　
〈
申
臍
先
〉
国
民
年
金
課

　
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

な
ど
詳
し
く
は
同
課
（
容
内
線

2
3
1
1
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

施設利用]

癒^
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　XX゜品品

oo円に

ぶ諭描********

　ごご閃こご昌

(

日~1月3日休業､植物公園は月曜･12
)i

　眸恥溜昌対鳳庵は12月21　

I

･'問い合わせ　　　　　　　｜

　源氏物語ﾐｭｰｼﾞｱﾑ　328-0200 ｀

　回混

』ョ。

器:鸞

　　察宇治市

施設利用

創茜i^

　　　　（1枚1回前有効）ぶ

　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　源氏物語ミュージアム

　　植　　物　　公　　園

り　　大人、500円を400円に　　４

Ｚ　　小人　250円を200円に　　Ｉ

　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

？　茶室「対鳳庵」？

　　大人・小人とも

　　　　　500円を400円に

　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　･･有効期間

　　12月・平成12年１月・２月

　　源氏物語ﾐｭｰｼﾞｱﾑは月曜･12月28
a　日~1印日休業､植物公園は月曜･1･＼

）

（

月28日~1月4日休業､対鳳庵は12月21

）

゛源氏物語ミュージアム　328-0200 ｀

　　植物公園　　　　　　S45-0099

　　「対鳳庵」（観光協会）a23-3334

　　　命宇治市

　｡^Uffl（

罰引齢

　　　　　　　　--　　　－　　　　（1枚1回限り有効）

　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　源氏物語ミュージアム

　　植　　物　　公　　園

り　　大人　500円を400円に　｛
４　　小人　250円を200円に　　Ｉ

）＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

？　茶室「対鳳庵」？

　　大人・小人とも

　　　　　500円を400円に

　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　S･･有効期間

　　12月・平成12年1月･2月

　　源氏物語ﾐｭｰｼﾞｱﾑは月曜･12月28
5　日~1月･日休業､植物公園は月曜･121 i

）

（

月28日~1月4日休業､対鳳庵は12月21

）

又　日~1月14日以外無休　　　　　　　１

’源氏物語ﾐｭｰｼﾞｱﾑ　a28-0200 ｀

　　植物公園　　　　　　345-0099

　　「対鳳庵」（i光協会）S23-3334

　　　察宇治市

　　　　　　　　～乙~ぺ

　｡^Offl(割引券J

　　　　　　　　〃　　　　　●　　　　(1枚1回限り有効)‘'

　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　源氏物語ミュージアム

　　植　　物　　公　　園

り　　大人　500円を400円に　　ｔ

又　　小人　250円を200円に　　１

　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

５　茶室｢対鳳庵1 ^

　　　大人・小人とも

　　　　　　500円を400円に

　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　●･有効期間

　　12月・平成12年1月･2月

．源氏物語ﾐｭｰｼﾞｱﾑは月曜･12月28
n ．日~1月3日休業､植物公園は月曜･12　j

)

(

月28日~1月4日休業､対鳳庵は12月21

)

又　日~1月14日以外無休　　　　　　　I

k●'問い合わせ　　　　　　　１

゛源氏物語ミュージアム　328-0200 ｀

　　植物公園　　　　　　雲45-0099

　　｢対鳳庵｣(観光協会)223-3334

　　　命宇治市

施設利用
mm］

　　（1枚1回限り有効）

　*************

　源氏物語ﾐｭｰｼﾞｱﾑ

　植　　物　　公　　園
⊃鱗豆乳

５　茶室「対鳳庵」

　大人･小人とも

　　　500円を400円に
傍二二

言瀞に）

べﾐﾓ言

クでa:お

　「で;W.;; S23-3334

1135

　　　　　　　まだ便えるが使わなくなった品物がある、また譲ってほしい品物がある人は登録を。

　　　　　　　特に、ご不要になったﾁｬｲﾙﾄﾞｼｰﾄがあれば､ぜひ登録を！

　－　　　　　＊無償で…カセットデッキ、ガスファンヒーター、ダブルベッド、パイプベッド、リビングテーブル、(j[ﾛ]E]D

衣類乾燥機､小型冷蔵風石油ストーブ､ベピーバス、スキーウェア、ｽｷｰi;､ﾎﾞｰﾄ漕ぎ運1)1

＊有償で･･･クイーンベッド、サイドボード、ソファベッド、ダンス、ダブルベッド、ドしツサー、ローソファ、加湿器、

浄水器、除湿機､扇風l、ズボンプレッサー、電気カーペット、電気掛け毛布､電気ストーブ､パソ⊃ン、ガス炊飯器、

ガスファンヒーター、石油ストーブ、クーバン、ベピーパス、空手用メンボウ、スキー板､スキー靴､天体望遠鏡、工

業用ミシン､水槽、バイオリン、ガス湯沸かし機

　　　　　　　　チャイルドシート、折り畳みベッド､下駄箱､こたつ､食卓テーブル､食器棚、ソファ、本棚、CD>-―]ﾆ回五工j)

ラジカセ、イオン整水器、オイルヒーター、食器洗乾燥機、ステしオセット､一蓄熱ファンヒーター、

テレビ､電気カーペット、電動おろし器、ファクス、ラジカセ、ワープロ、クラシックギター、クラリネット、大正琴、

電子ピアノ、ピアノ、石油ストーブ､石油ファンヒーター、自転車、バイオリン､風呂用ベビーいす、-Jャングルジム、

ジュニアシート、ストーブガード、だっこひも、ペピーカーＡ・Ｂ型､ベビーガード、ベビーフェンス、ﾍﾞﾋﾞｰたらい、

歩行器、エアロバイク、スカイウォーカー、バドミントンラケット、ぶら下がり健康器、ルームランナー、うす、きね、

碁石､碁盤､水槽、ホームベーカリー、ミシンBか

リサイクル情報センタ

ー開設中

ご存じですか
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福祉

・母子・父子家庭新入学児童

　祝い励ます会

　[＞とき…12年３月５日(日)、午後

１時半～３時半t＞ところ…総合福

祉会館[＞対象…12年４月に小学校

に入学予定の母子・父子家庭の児

童　mi月30日脚までに地域の母

子会役員か民生児童委員へ。圃障

害者母子福祉課(容内線2307)。

催し

■市立幼稚園こども音楽会

　4園の幼児が歌や楽器、リズム

表現など元気いっぱい発表します。

[＞とき…12月２日俐、午前10時～

11時40分E＞ところ…文化センター

大ホール　凹学校教育課(a内線

2624)。

・障害児啓発の集い

障害児教育について理解と関心

を深める集いです。[＞とき…11月

25日俐、午前９時50分～正午[〉と

ころ…生涯学習センター[〉内容…

映画・講演　昌学校教育課(a内

線2624)。

・第15回古文書講習会

　E＞とき…12月７日吹)～10日昿

午後２時～4吼＞ところ…中央公

民館[＞講師…歴史資料館貳＞テキ

スト代…200円t＞定員…先着50人

　圃歴史資料館(S20-1311)。

■快適な街づくり｢環境を

　考える講座｣

　[〉とき…11月25日俐、午後１時

半～３時半[〉ところ…南宇治コミ

ュニティセンター[＞講師…ごみ減

量推進課職員卜費用…無料　凹同

センター(容41-6723)。

・西暦2000年を迎える

　｢おもてなし正月料理｣

　[＞とき…12月９日俐、午前10時

～午後２時[〉ところ…南宇治コミュ

ニティセンター[〉材料費…1500円

[＞定員…先着25人[〉持ち物…三角

巾・エプロン　圃同センター(S4

1-6723)へ直接来館で(月曜日を除

く午前９時～午後４時)。

・アクトパルふるさと体験教室

　もちつき、シイタヶの菌打ち、

凧づくり、天体観察などが楽しめ

ます。r＞とき…12月11日出～12日

(日)[＞ところ…アクトパル宇治[〉対

象…小・中学生とその家族か高校

生以上のグループ【＞定員…60人

(多数の場合は抽選)[＞参加費…

幼児2900円、小・中学生3800円、

高校生4300円、大人5500円(食事

代含む。シイタケの菌打ち代別途

必要)　圃往復はがきに代表者の

氏名・性別・年齢・住所・電話番

号、参加者の氏名一年齢・性別を

書き11月30日(火)(消印有効)までに

アクトパル宇治(〒601-1392西笠

取辻出川西1

3075-575-3501)へ。

・植物公園

　圃同園(登45-0099)へ。入園

料が必要です。

　く講習会・クリスマスリース作

り＞[＞とき-12月４日出、午後１

時半～３時半t＞定員…先着30人[＞

材料費…2500円。

　＜講習会・プレゼントのポプリ

作り＞[＞とき…12月11日出、午後

１時半～３時判＞定員…先着30人

卜材料費■■･1500円。

スポーツ・生涯学習

・スボーツひろば

　Eﾒとき…n月27日出、午前９時

半～正午c＞ところ…黄県体育館[＞

内容…ソフトバレーボール、バウ

ンドテニス、インディアカなど[＞

対象…だれでも参加できます[〉参

加費…無料(上靴持参)　目生涯

スポーツ課(a内線2621)。

■高齢者スポーツ教室

E＞とき・ところ…○n月21日(日)＝

西小倉小学校　○11月28日(日)＝大

久保小学校、いずれも午前10時～

正午[〉内容…グラウンド・ゴルフ、

囲碁ポールなどE＞対象…だれでも

参加できます[〉参加費･‥無料(上

靴持則　目生涯スポーツ課(a

内線2621)。

■宇治まなびんぐ2000発表者募集

　12年２月11日脚に生涯学習セン

ターで開催するまなびんぐ2000で

｢高齢者のいいものを伝えよう｣

をテーマに発表していただく高齢

者を募集します。c＞対象…60歳以

印
鑑
を
押
し
て
い
な
く
て

も
契
約
は
成
立
す
る
の
？

　
　
　
　
先
日
着
物
の
展
示

　
Ｑ

会
で
気
に
入
っ
た
着

物
が
み
っ
か
り
、
購
入
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
と

き
、
契
約
書
と
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
申
込
書
に
名
前
七
住
所
だ

け
を
書
き
、
控
え
を
受
け
取

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
代
金

の
引
き
落
と
し
の
た
め
、
口

座
番
号
と
銀
行
印
を
知
ら
せ

る
書
類
を
受
け
取
っ
て
帰
り

ま
し
た
。
帰
宅
後
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
会
社
か
ら
の
購
入
確
認

の
電
話
に
「
は
い
」
と
答
え

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

上の市民【＞定員･､･5人(多数の場

合は抽選)[＞応募方法…市販の原

稿用紙に実践や経験をもとにした

高齢者のいいものを2000字以内に

まとめ、氏名、住所、年齢、mi、

電話番号を記入し12月５日(日)まで

に生涯学習センターへ郵送かファ

クス、持参で。圃同センター(〒

611-0021宇治琵琶45-14登22-0220、

FAX22-5115)。

■着物よそおい講座

　E＞とき・内容…下表のとおり、

午後１時半～３時半[＞ところ…広

野公民館(最終日は宇治公民館集

合)t〉講師…日本和装師会理事一

山代谷幸子さん[＞対象…市内在住・

在勤の人[＞定員…先着20人【＞費用…

800円(拝観料ほか)C＞持ち物…

着物、帯、小物一式t＞保育…無料

(2～5歳)　回II月22(月)から生

涯学習センター(322-0220)へ。

12/3吻 自分の着付け

12/10吻他人の着付け
nm吻 総ざらえ

1/21吻
着物で宇治の街を歩く(平等院･対鳳庵)

お知らせ

■図書館臨時休館

　中央・東宇治・西宇治各図書館

は11月29日(月曜日休館)と30日

(館内整理日)の定例休館に続い

て、12月１日田・２日俐を臨時休

館します。回中央図書館(a20-i

511)。

・非常勤看護婦募集

　[〉応募資格…昭和19年４月２日

以降に生まれ、看護婦の免許を持

ち、午前・午後を問わず半日単位

で週４回程度勤務できる人I＞報酬

日額…7500円c＞業務内容…在宅療

養者に対する訪問指導・機能訓練

r＞募集人数…若干名[＞面接会場…

西小倉地域福祉センター[＞応募方

法…各福祉サービス公社に置いて

ある指定の履歴書に必要事項を記

入し、６か月以内の写真をはり、

看護婦免許証の写しとともに12月

３日出までに西小倉地域福祉セン

ター(=f611-0042小倉町山際63-1)

へ提出(郵送可)凹同センター

(S22-3207)。

■出前講座

　悪質商法や消費者トラブルなど

市民の皆さんに気をつけていただ

きたい消費問題を地域の集まりや

企業の研修会等でお話しします。

小さな集まりでも可。c＞とき…毎

週月一木・金曜、午後２時～３時

半　圃商工観光課(a内線2218)。

・｢選挙のあゆみ｣差し上げます

　市選挙管理委員会では、４月の

　

消費生活
相談室から
　

商工観光課内･容内線2218

購
入
す
る
気
が
な
く
な
り
、

持
ち
帰
っ
た
口
座
引
き
落
と

し
の
書
類
を
返
送
せ
ず
に
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
週

間
後
商
品
が
届
き
代
金
を
請

求
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
契
約

書
に
印
鑑
も
押
し
て
い
な
い

し
、
代
金
の
引
き
落
と
し
の

手
続
き
も
し
て
い
な
い
の
で

契
約
は
成
立
し
て
い
な
い
と

思
う
の
で
す
が
…
。

　
　
　
　
契
約
書
に
印
鑑
を

　
Ａ

押
す
の
は
商
信
心
で
、

押
し
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ

て
契
約
が
成
立
し
て
い
な
い

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
こ
の
事

例
の
場
合
、
購
入
の
意
思
が

あ
り
、
契
約
書
に
署
名
も
し

て
い
ま
す
の
で
、
業
者
の
合

意
が
な
い
ま
ま
の
一
方
的
な

解
約
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

一
般
に
、
ロ
約
束
で
も
契
約

は
成
立
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
契
約
書
に
署
名
が
あ

れ
ば
、
契
約
の
意
思
が
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
あ
り

ま
せ
ん
。
契
約
す
る
前
に
十

分
検
討
し
、
納
得
し
て
か
ら

契
約
書
に
署
名
し
ま
し
１
つ
。

京都府議会議員選挙、宇治市議会

議員選挙の結果を加えた｢選挙の

あゆみ｣改定版を作成しました。

先着100人に差し上げます。圃同

委員会事務局(a内線2581)。

官公署・その他

・検察審査員に選ばれたら

　ご協力を

　交通事故、詐欺などの被害にあ

ったのに検察官がその事件を裁判

にかけてくれないのは、どうして

も納得できない。そのような人の

ために検察官が行った処分が正し

かったかどうか審査する機関とし

て｢検察審査会｣があります。検

察審査会で審査を行う11人の審査

員は、選挙権を持っている市民か

ら｢くじ｣で選ばれます。ただ今、

選挙管理委員会では審査員候補者

を選んでいます。選ばれたときに

は市民の代表としてこの仕事にご

協力をお願いします。　回京都検

察審査会事務局(京都地方裁判所

内aO75-211-4111)。　　　　｀

■宇治税務署主催の説明会

　目宇治税務署(昔44-4141)。

　＜年末調整説明会＞[〉とき…12

月３日圀、午前10時～正午か午後

２時～４時[〉ところ…文化センター

小ホールE〉対象…各事業所給与事

務担当者。

　＜青色申告決算説明会＞(＞とき

…11月30日吹)、午後１時半～３時

半I>ところ…宇治商工会議所I＞対

象…事業所得、不動産所得、山林

所得のある人。

・危険物取扱者試験・予備講習会

　＜危険物取扱者試験＞[＞とき…

12年１月23日(日)＞ところ…関西文

理学院(京都市北区鞍馬口通鳥丸

染入)t＞試験区分…乙種第４類

・丙種c＞願書受付…12月13日(月)～

15日困に財消防試験研究センター

京都府支部(京都市上京区出水通

油小路東入る104-2京都府庁西別

館３階　aO75-411-0095)へ。試

験のための予備講習会を次のとお

り実施します。

　＜危険物取扱者試験予備講習会＞

c〉とき…12月17日出[＞ところ…生

涯学習センター[〉講習区分…乙種

第４類　圃12月15日團までに宇治

市危険物安全協会（市役所３階消

防本部内包内線2657）へ。受験願

書・案内・予備講習の申込書は市

内各消防（分）署で配付中。

■公証制度

　公証制度とは、法務大臣から任

命された公証人が契約・遺言など

の公正証書を作成し、金銭貸借、

相続などをめぐるトラブルを未然

に防ぐための制度です。公正証書

作成手続きの相談は無料。相談時

間は午前10時～午後４時。土・日

曜、祝日は休みです。　目宇治公

証人役場（宇治壱番132-4谷ロピ

ル２階　323-8220）。

毒物劇物危害防止運動

11月30日まで

　さちんと、保管。

　さちんと、管理。

　きちんと、購入。

　きちんと、廃棄。

　回宇治保健所(昔21-2191)

■特定疾患医療受給者票を

　持っている人へ

　特定疾患医療受給者票は年１回

の更新手続きが必要です。現在お

持ちの人は更新手続きをしてくだ

さい。申請書類が必要な人は保健

所まで取りにきていただくか、疾

患名または受給者番号を明記し、

返信用の封筒(80円切手貼付〉を

同封のうえ郵便で宇治保健所まで

請求してください。[＞受付期間…

12月１日伽～12年１月31日(月)[＞と

ころ…宇治保健所　昌同所(〒61

1-0021宇治若森7-6昔21-2191)。

●痴呆性老人を抱える家族交流会

　C＞とき-12月14日脚、午後１時

半～３時半[＞ところ…宇治保健所

[＞対象者…痴呆性老人を抱える家

族t＞参加費…無料　圃12月10日圀

までに宇治保健所(S21-2191)

へ。本人と一緒でも可。

■城南地域職業訓練センター

　圃11月24日伽から同センター

(容46-0688)。

　＜パソコン中級ワード＞C〉とき

…12月25日～12年２月５日の土曜、

午前９時半～正午。６回C＞受講料…

１万1000円。

貯蓄広報事業講演会

生活設計「たのしく貯蓄、かしこく活用」

と　き…12月４日(±)､午後2時～4時

ところ…生涯学習ｾﾝﾀｰ

講　師…ライフマネジメント研究所長　稲岡真理子さん

定員…先着60人(記念品あり）　　　．.．．　．．

　　　困商工観光課（a内線2225）　（EEＥED

　
自
主
的
に
活
動
を
さ
れ
て
い

る
育
児
サ
ー
ク
ル
の
交
流
の
場

と
し
て
、
「
育
児
サ
ー
ク
ル
交

流
会
」
を
行
い
ま
す
。
ほ
か
の

サ
ー
ク
ル
の
人
だ
ち
と
交
流
し
、

友
だ
ち
の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か
。

▽
と
き
…
1
2
月
２
日
俐
、
午
前

1
0
時
～
正
午

▽
と
こ
ろ
：
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▽
テ
ー
マ
・
：
「
親
子
で
遊
ぼ
う
、

サ
ー
ク
ル
の
輪
を
広
げ
よ
う
」

▽
内
容
…
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
・
手
遊
び

・
サ
ー
ク
ル
紹
介
な
ど

▽
講
師
…
藤
本
明
美
さ
ん
（
京

都
子
育
て
ネ
ご

▽
対
象
…
育
児
サ
ー
ク
ル
に
参

加
中
の
親
子
（
Ｉ
サ
ー
ク
ル
か

ら
２
組
程
度
）

▽
申
し
込
み
…
1
1
月
2
6
日
倒
ま

で
に
保
健
推
進
課
（
宍
一
内
線
2

C
-
ｑ
C
D
M
）
へ
ｏ

※
サ
ー
ク
ル
紹
介
を
し
て
い
た

だ
け
る
人
は
、
そ
の
旨
あ
わ
せ

て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

育
児
サ
ー
ク
ル

交
流
会
開
催
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